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❖要約❖
　現代は利便性や効率の追求が高い優先度を持つ社会から、多様性が必要とされ、曖昧さを抱え
る社会へと変化してきている。我々はこのパラダイムシフトに適応していくために必要となる態度
や能力として negative capability（ネガティブケイパビリティ）に注目する。Negative capability
は詩人の Keats, J. によって提唱された概念であり、芸術、心理臨床、宗教、教育など様々な領域
でその概念が用いられている。本論では negative capability の概念を概観し、曖昧さや待つとい
う行為との関連を検討した。negative capability は曖昧さへの受容や、外見からは判断できないが、
葛藤を踏み堪える過程、無私の状態、不確実性との関係の成熟の心的過程が生じている可能性に
ついて指摘した。また、多様性と曖昧さを抱える現在の社会に negative capability の概念を拡張
させるために、negative capability を「事柄や状況に対し、答えの見えなさ、相反する考えや感情、
あるいは同時多発的に生じる複数の思考や感情を、有機体的な自己へ貯蔵し熟成させることができ
る力」と定義した。不安定で不確実、複雑、曖昧な社会で答えのない問いを立て、それを問い続
けるためには、negative capability を発揮することが重要になると考えられる。今後は negative 
capability を身に付ける方法の検討や評価スケールの作成が望まれる。

キーワード：ネガティブケイパビリティ、ポジティブケイパビリティ、曖昧さ、待つ、無私

著者連絡先　Corresponding email address : foqsj2018 # gmail.com  Please replace # with @.



40 サイコロジスト：関西大学臨床心理専門職大学院紀要

はじめに

　現在は利便性の追求や効率さを求める社会で
あると考えられ、このような社会状況の一端と
して、経済活動の文脈に影響されるところが大
きいと考えられる。中村（2019）は、これまで
根強く支持されてきた経済主義的パラダイムで
は、個人は効用最大化を目指す合理的利益を求
める存在として捉えられていると述べている。
そして、このパラダイムにおける経済学やマネ
ジメント理論では利潤極大が唯一の指針であり、
能率を求めることが無批判的に行われており、
実際には多くの問題をはらんでいながらも科学
的で健全なものであると広く認識されていると
指摘している。この様な現状の中で、個人もま
た、日常生活を送る上で生産性向上のために効
率を重視するアプローチが求められている。例
えば職場において、成果を短期間に求められ、
数値によって管理される環境にみてとれ、結果
まで時間がかかることは嫌厭され、一度の失敗
も許されないプレッシャーがそれにあたるとい
えよう。このため、個人の関心も効率的に物事
を行うための方略の獲得や、省エネルギーでい

かに最大の成果を発揮できるかに向いており、
時間がかかること、無駄なことに対しては、個々
人を含めた社会全体で否定的な印象を持たれて
いると考えられる。
　このような現代を鷲田（2006）は待つことの
できない社会と述べている。以前は待つという
行為がありふれたもので、 持ちこがれつつ時間
を潰したり、期待しながら不安を抱くなど、そ
こで生じる背反する思いが文化にもなっていた。
それに対し、現代は、長い目でものを見る余裕
がなくなり、自身が決めた結末を求めるあまり、
想定以外のものが視野に入らない頑なさや不寛
容さを持っている。そのために、やり直しや修
正を認めない姿勢や、結果が出ない場合は見切
りをつけるようになってきている。そして、意
のままにならないものや、どうしようものない
ものへの感受性や偶然を待つ姿勢などを失って
しまったとも述べている（鷲田，2006）。
　効率さや利便性への指向性は、科学技術の進
歩の原動力となり、経済活動を活性化する上で
とても重要な役割を果たしてきたと言える。個
人における即時的に解を求める姿勢や効率的な
技法に関心が向かい、それを実行すること自体
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Present day societies are moving towards prioritising diversity and ambiguity over convenience 
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は現代を生きる上で必要な態度であり行為であ
ると言える。しかし、これらが優先される社会
であるために、人としてのゆとりが無くなり、
追い詰められていき、それがメンタルヘルスの
問題の一因をなしている可能性が考えられる。
　一方、人生 100 年時代と言われるように人の
人生が長寿化し、教育を受けるステージ、就労
するステージ、そして引退して余生を過ごすス
テージの 3 つのステージから、人々によって生
き方が異なるマルチステージ化が生じ、人生の
多様性が増してきている。人の人生よりも企業
の寿命が短くなり、一つの企業で一生涯を終え
ることができず、3 つのステージで示したよう
な、大学に進学し、就職活動をして企業に入る、
定年まで働いて残りは年金で生活をするという、
ある種の型にはまったこれまでの生き方では適
応出来ないという新たな問題が生じてきている

（グラットン L. & スコット A., 2016）。このた
め、将来に対する見通しが立ちにくくなり曖昧
さの中で個々人が自己決定していかないといけ
ない時代でもあると言える。
　これまでの効率さを求める生き方ではどうし
ても即時的な対応に偏ってしまい、先行きが不
透明な現代においては根本的な対処に至らない
可能性がうかがえる。人生における自己決定に
不安を抱え、その選択がどのような結果をもた
らすのかを待たなくてはならない時代であると
もいえよう。これまで優先されてきた効率化や
即時的な成果が求められる社会において、自分
の選択の結果がすぐにわかる、待たなくても良
い状況からのパラダイムシフトが生じていると
言える。ではこのパラダイムシフトに適応して
いくことが現代を生きる我々に求められると考
えられるが、その際、個人の資質や態度として
どのような能力に注目していく必要があるのだ
ろうか？
　そこで本論では、これまでの利便性や効率の
追求が高い優先度を持つ社会から、正解が不明
瞭で曖昧さを抱えるようになってきたこれから
の社会への変化というパラダイムシフトに対し

て、我々が適応していくために必要となる態度
や能力について negative capability（ネガティ
ブケイパビリティ）に注目し考察していく。

Negative capability と positive capability

　 ケ イ パ ビ リ ティ（ capability ）は 辞 書
（Cambridge online dictionary）で引いてみると
以下の様な意味であった。Capability: the ability 
to do something. さ ら に ability を 調 べ る と
ability: the physical or mental power or skill 
needed to do something.であった。これらから
ケイパビリティは「何かをするための能力（the 
ability to do something）」であり、「何かをす
るために必要な身体的もしくは精神的な力ある
いはスキル」であると言える。杉原・田口（2019）
はこのケイパビリティには受け入れる余裕とい
うニュアンスがあり、これは、Keats, J. によっ
て提唱された negative capability のニュアンス
であると述べている。Keats, J. は医師であり途
中で詩人として活躍した人物である。イギリス
のロマン派である彼が、その弟たちに送った手
紙の中に negative capability は登場した。1817
年 12 月 21 日に送られた手紙の原文は以下の通
りである。

〈略〉... I mean Negative Capability, that is, 
when a man is capable of being in 
uncertainties, mysteries, doubts, without 
any irritable reaching after fact and 
reason. ...〈略〉� （Keats, J., 1899, p.277）

　この様に Keats, J. は negative capability を
「事実や理由を性急に求めず、不確実さ、不思議
さ、懐疑の中にいられる能力」と説明している。
　藤本（2005）は negative capability の邦訳を
めぐり、Keats, J. の書簡から彼が述べている
negative capability の概念の整理を行っている。
そ こ で は 松 浦（ 1979，p.80 ）の 言 を 借 り、
negative capability は単一の指示語では表示不
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可能な複合的な意味合いがあると述べている。
実際、negative capability の能力として以下の
よ う に 述 べ て い る。1 つ に、Keats, J. が
Shakespeare, W. に 私 淑 し て い た こ と か ら
Shakespeare, W. の生き様に注目し、そこから

“偉大な詩人にあっては、「the sense of Beauty」
の働き以外のものすべてを否定し去る能力の有
無が問われる”（藤本，2005，p.14）という着
想に至ったとのことだった。この背景には国家
の政治的体制あるいは社会問題や制度に対して
反対意見ないし批判的意見を積極的に表明しな
い態度や慎重に振舞う姿勢に力点が置かれてい
ることが考えられると述べられている。また、
弟たちに宛てた手紙の中で Keats, J. の親密な知
人であった Dilke という人物を取り上げ、人が
自己に対し突きつけられる人生に関わる問題や
それによって生ずる複雑な人間関係に対処する
うえで「耐える」ことや「自己抑制」すること
をnegative capabilityの機能としてあげている。
また、negative capability を意識し維持するこ
とにより自分自身の「拘束されない領域」を守
ることができるということも述べられている。 
　これらの記述から筆者らは、時代的な背景に
negative capabilityの概念が影響している点、個
人における人生の問題などストレスフルな非常
事態では negative capability の機能は忍耐や自
己を抑制することが前景になる点、そして、
negative capabilityを維持することによって、他
者や問題などに囚われない空間を保持すること
ができる、ということが negative capability の
特徴の一側面としてあげられるのではないかと
考える。 
　一方、positive capability（ポジティブケイパ
ビリティ）は negative capability の対の概念と
して捉えられることが多く（帚木，2017，p.9，
森山，2001）、通常話題に上がる能力を指し、才
能、才覚、物事の処理能力（森山，2001）とさ
れる。杉原・田口（2019）はケイパビリティの
検討をする際の要素の一つとしてネガティブ－ポ
ジティブの軸を挙げている。杉原・田口（2019）

は positive capability を、時間をかけずに少な
いデータでリアリティを形成し、結論に至ろう
とする能力、また、与えられた課題や問題解決
の能力と定義している。positive capabilityは非
常時に求められる能力である一方、問題の出口
の改善、対症療法にとどまる、部分最適に陥る、
安易な選択と集中を行う、といった可能性が生
じうると述べている（杉原・田口，2019）。
　この様に positive capability は我々が「能力」
という単語を耳にした際にイメージできる概念
であると言え、negative capability はそれと比
較すると能力というにはイメージし辛い点があ
るかもしれない。しかし、複数の概念を含んで
いるnegative capabilityは文学分野だけでなく、　　　　　　　　　　　
心理臨床や宗教、教育など様々な領域において
言及され、注目されつつある概念であると言え
る。次に各領域における negative capability に
ついて概観する。

各分野における negative capability

文学・芸術領域における negative capability

　Keats, J. は詩人や作家が持つべき資質として
negative capability をあげたことから、文学や
芸術の領域においては、詩人（芸術家）の性格
と関連付けられて述べられることが多い。藤本

（2005）では本邦で出版されている 6 つの文学に
関連する辞典から negative capability の解説を
まとめている。この辞典では 5 つの辞典におい
て negative capability を詩人的性格と結びつけ
て解説している。Keats, J. は詩人におけるアイ
デンティティついて「カメレオン」と表現し、
安定したアイデンティティを持たないだけでな
く、周囲の側面を引きうけ、他の物やキャラク
ターとのアイデンティティに移行することを示
唆している（Fitzpatrick MA, 1981）。その他に
も 物 事 を 見 つ め る 際 に は 私 心 が な い 状 態

（disinterested）であることが大切であると言及
し（松浦，1979，p.68）、詩人の性格として自
己を持たないことが資質としてあげられている。
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この様な詩人的性格と negative capability を関
連づけて記述される傾向が強いが、藤本（2005）
が指摘する様に両者を関連づける理由がなく、
内容にも違いがあり、コンセンサスが十分に得
られていない様である。
　また、芸術や文学にとって重要な創造性にも
negative capability に関する言及が認められる。
杉原・田口（2019）は Dewey, J.（デューイ，
1952）が創造性に関して negative capability を
取り上げていることに言及し、「人生と経験を、
それに伴うすべての不確実さ、神秘さ、懐疑、
中途半端な知識とともに、そのまま受容するも
ので、そのような経験自身の資質（qualities）を
深め強化することは、イマジネーションと芸術

（art）に発展する。」と示している。また、森山
（2001）も創造性とnegative capabilityの関係に
ついて言及している。Sternberg（1991）の研究
を引用しながら創造性の基になる認知資源のう
ち、性格特徴が挙げられ、その特徴が不確実性
への忍耐力であると述べている。それは「曖昧
な状況に耐え」「切れ切れのものが均衡をとり一
体となるのを待ち受ける能力」であると述べら
れており、創造行為に必要となる認知様式との
関連について言及している。
　また、negative capability が共感的な想像力
に関連する能力であるという点から、読書が共
感する力を育むという、文学に触れることの良
さとの関連についても言及されている。池田

（2019）はブルックスの言をまとめ、他人として
の経験、他人の人格に入り込み、その視点から
物事を捉える能力が negative capability と類似
するという指摘を取り上げ、negative capability
を培うことに文学の意義があるのではないかと
述べている。

心理臨床における negative capability

　心理臨床の領域でも negative capability につ
いて注目されている。Keats, J. のこの概念を心
理臨床の領域で取り上げたのは精神分析家の
Bion, W. である。Bion, W. は自著の Attention 

and interpretationの中で、Keats, J.のnegative 
capability に着目し、精神分析家に必要な資質
として取り上げている。Bion, W. は分析家の解
釈が、患者が理解できるかどうかという点が大
切であることから「達成の言語」を一つの重要
な概念とした。そして「達成の言語」には不確
実さ・謎・疑惑の中にとどまることができる
negative capability が達成された時に形成され
る言語であると述べている（Bion，1970）。そし
て、知らないことに持ち堪え事実が直感される
方法として「記憶なく、欲望なく、理解なく」
という分析家のこころの姿勢が必要であると捉
えており、それは無私の言葉に近い（松木，
2009）とした。また、松木（2009）は「知らな
いことにもちこたえることは、目指すものが現
れるのをそれまで待っておくという能動的な姿
勢を取り続けられる能力」がnegative capability
であるとしている。
　その他にも飛谷（2009）は思春期・青年期の
心理臨床において達成することは困難であるが
最も重要な心理臨床家の能力として言及されて
おり、森山（2001）では精神科医が診療の現場
で行われる精神療法を底支えしている能力とし
て negative capability をあげている。また、近
年では精神科医で作家である帚木（2017）が
negative capability を取り上げ「どうにも答え
のない、どうにも対処しようもない事態に耐え
る能力」と定義しており、精神科臨床や芸術、
そして教育における negative capability につい
て論じており、Keats, J. や Bion,W. などの生涯
を示しながら、なぜ negative capability という
概念が生まれていったのかをその人生と共に論
じている。
　同様に、人間性心理学の文脈においても
negative capability が心理臨床家において重要
な概念であることが言及されている。森岡

（2017）はnegative capabilityと心理援助者の態
度の関連性として受容性、中立性、無個性の概
念と照らし合わせて検討している。なお、人間
性中心療法と negative capability に関する詳細
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は山根・越川（2020）を参照されたい。また、
高橋（2012）は Rogers, C. と関連の深い心理学
者である Gendlin, ET. の体験過程理論から曖昧
なものへの関わりを検討し、暗在性やからだへ
の直接照合による概念化、体験的応答の観点か
ら negative capability を考察している。漠然と
したもの、まだ形になっていない、「それ」とし
か言いようのない曖昧なものを the Implicit（暗
在的なもの：暗在性）と呼び、これは身体感覚
に直接注意を向けることを通じて捉えることが
でき、概念化や象徴化されると述べる。そして
体験過程理論において negative capability とは
暗在性への耐性を持つことと述べている。また、
高橋（2012）はnegative capabilityの定義を「受
動的混沌の中にあって微かな違和感を感受しな
がら、約束されたものを受け止めることで刻印
付けられ、さらにそこに希望を見出す能力」と身
体感覚を伴ったフレーズとして意味づけている。
　以上の様に心理臨床の領域における negative 
capability はセラピストや医師、心理臨床家と
いった、心理臨床（精神科医療）を生業とする
者にとって重要な資質としてあげられていると
いえよう。

宗教における negative capability：

　杉原・田口（2019）は Keats, J. のアイデンテ
ィティは無私に押し進めた状態であり、そこに
はとらわれない自由度があると述べている。そ
して、このあり方が道元の、文字を学ぼうとす
る者、仏道を勉めようとする者はの考えに共通
したものがあると述べ negative capability と通
じるものがあるといえるかもしれないと述べて
いる。
　また、曹洞宗の僧侶である藤田（2012）は、
道元の只管打坐によって得られる寛ぎのために
必要な能力として negative capability をあげて
いる。パスカルの洞察を例に、人にとって寛ぐ
ことや何もしないでゆったりとした気分になる
ことは至難の技で、そもそも寛ぐということが
実感としてわからないと述べている。また、寛

いでいるという状態は、目的意識から解放され
た状態であるため、寛ぎを手に入れようとする
ことを目的に、努力することでは寛ぎは得られ
ないと述べている。つまり、「くつろぐ力」とい
うのは「わたしが～する」という積極的、能動
的な力ではなくて、「～をやめる」、「～しない」
という消極的、受動的な力として存在し、それ
が negative capability に通じているとのことだ
った。この様に「事実や理屈を苛立って追い求
めたりせずに、不確かさ、謎、疑間のなかに安
住していることができること」を「くつろいで
いられる能力」とした。
　宗教における negative capability は Keats, 
J. の述べた詩人的なアイデンティティである無
私の側面が強調されていると考えられる。目的
を持って人は行動することが通常意識されるが、
一方でその目的にとらわれることによって目的
の達成から離れていってしまうという矛盾に対
して negative capability を持つということが一
つの答えとして提供されるのかもしれない。

教育における negative capability：

　平 野 （2006） は、 Smith, A., Marx, K., 
Ferguson, A. らの経済と教育観を概観し、機械
的なシステムが本質である資本主義では、社会
が機械として作動するため、教育も education
から機械的な（もしくは経済的な）instruction
に変わって行ってしまうと指摘している。ここ
でいうeducationとは大人が子どもを観察し、子
どもに潜んでいるものを＜内にから外へ＞導き
出す行為であり、instruction とは大人の知恵の
伝授という〈外から内へ〉教え込むという行為
である。前者は大人が子どもを養い植物の様に
育てていく様な、社会のよき習俗を伝えていく
行為であり、後者は大人から子どもに知識を教
え込むという一方向的な行為である。そして、
教育は科学などの進歩を達成する人材育成の為
に用いられ、また、資本主義（競争主義的）社
会において、将来の成功を約束するための立身
出世的システムとして学校教育が定着していっ
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たと述べている（平野，2006）。このため、教育
の目的が問題解決に絞られ、それを実行するた
めに画一的な教育を行い、到達目標の設定とそ
の達成度を測るという制度になっており（帚木，
2017）、positive capability が主軸となっている
といえる。しかし、帚木（2017，p.191－192）は

「答えの出ない問題を探し続ける挑戦こそが教育
の真髄」であると述べている。そして、現実に
は簡単に解決できない問題が多く存在しており、
教育者には問題解決能力があること以上に、性
急 に 問 題 解 決 し て し ま わ な い 能 力 と し て
negative capability が重要になってくると述べ
ている。
　 ま た、杉 原 ・ 田 口（ 2019 ）は negative 
capability がもつネガティブフリーダムのスタ
ンスはリベラルアーツ（「自由人」が学ぶ人間教
育）のスタンスに通じていると述べている。
negative capability におけるネガティブフリー
ダムのスタンスとは時間をかけ、目的達成のた
めにはそのプロセスもその目的に沿ったもので
なければならず、自由が目的であるならば、多
様性が尊重されるスタンスであると述べている。
このリベラルアーツは何かの手段とせず、目的
と手段を取り違えない教育であり、「問題発見
型」であると述べている。この様な点から、
negative capability では、時間をかけて蓄積し
た多くのデータからリアリティを形成し、結論
を導くのに慎重である。多様性を重視し、全体
最適を指向し、問題を自ら発見し、問題の入口
から考え抜本的な解決を得ようとする。手段と
目的を取り違えない人間教育が対応し、平時に
養う能力であるとまとめている。
　また、子育てにおける教育という側面でも
negative capability が取り上げられている。七
木田（2018）は、子育てには、どうにも変えら
れない、とりつくすべもない事柄に満ち溢れて
おり、子育ての困難感や将来への不安を持ち続
けるということは、negative capability が育っ
てこそ可能となると述べている。保育者として
親や子どもの negative capability を育むことが

子育て支援において大切であり、親子の豊かな
相互交流になるように気にかけたり、何かの問
題に対して子ども同士で考え抜く時間を持ち、
解決を導き出そうとすることで、子どもの
negative capability を育み続ける土台を作って
いくことが大切だと述べている。そして、その
ためには保育者自身も negative capability を高
めるため、人は本質的に対立や不均衡を深くは
らんだ存在であるということを意識しながら保
育者としての知識を得る努力を惜しまず、先人
の教えに学び、眼前の出来事の価値を見極めら
れる豊かな人間性をもって親子と接し続け、自
らが成熟することを述べている。

Negative capability と「曖昧さ」、行為とし
ての「待つ」

　以上の様に 4 つの領域における negative 
capability について概観してきた。ここで改め
て negative capability という用語に含まれる意
味について以下にまとめてみると、多様な考え
方や在り方を重視することや、複雑な状況や不
確実性、耐え難い心理的状態に耐えること、あ
るいはそれを受容すること。また、早急に解決
を求めずに、問題や目的にとらわれず積極的な
アクションをしないことを積極的に選択するこ
とや、この状態や行為に対して希望を持つこと、
無私の状態などが挙げられると考えられる。
　続いては、この negative capability と「曖昧
さ」の関係、行為としての negative capability
を「待つ」という行為から考察する。
　米田（2012，p.5）は曖昧さの辞書的定義を

「ものごとがはっきりしないこと、あやふやであ
ること、不明瞭であること、怪しい、いかがわ
しいこと」とまとめている。この日常にある曖
昧さに対する個人の反応については Tolerance 
of ambiguity（AT）というワードによってこれ
まで研究されてきた。Frenkel－Brunswik（1949）
は AT をパーソナリティ特性として捉え、曖昧
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さに対して intolerance かどうかによって現実適
応が異なることについて検討した。また、米田

（2012）は日常において曖昧さが溢れており、こ
れへの反応が重要になると指摘している。そし
て、曖昧さに対する反応の傾向を捉えた AT と
いう概念は様々な場面での個人の行動やパフォ
ーマンスの予測変数となり得る汎用性のある概
念として様々な分野でその検討がなされている
と指摘している。しかし、AT の邦訳が「曖昧
さ耐性」や「曖昧さへの寛容」とあり、訳によ
って意味が異なってくるところが問題点として
あげられている（米田，2012）。西村（2007）は、
従来、曖昧性耐性の低さという否定的態度を中
心とした一次元的な観点から論じられてきたこ
とを指摘し、曖昧さへの態度を多側面から検討
し、曖昧さの享受、不安、受容、統制、排除、
などの側縁から構成されることを報告している。
また、米田（2012）は AT の多次元構造として
positive－negative，接近－回避の 2 軸によって
AT に関する因子をプロットしている。positive
－negative の軸では曖昧さに対してポジティブ、
ネガティブに捉えているか、あるいはニュート
ラルな評価をしているかという曖昧さへの認識
の傾向を示しており、対処として曖昧さに接近
するか回避するかという軸で捉えている。曖昧
さの受容は 2 軸の中心に位置し、曖昧さをその
まま認めて受け入れられる、曖昧さへの親和性
や寛容性を表す傾向を指し、曖昧さの程度を見
極めるため、好悪の評価をせず、付かず離れず
いること。自分の判断や価値を一旦脇に置いて
おくこととしている（米田，2012）。
　Negative capability と AT はともに曖昧さに
関連する概念であると言えるが、両者を並列に
並べて検討されている報告は筆者らが調べる限
り見当たらなかった。negative capability にお
いて AT は概念の一側面を言い表していると言
えるし、AT の視点から見た場合、negative 
capability は曖昧さの受容に近い概念であるこ
とがうかがえる。
　では続いて、negative capability を発揮して

いる曖昧な状況を抱え、懐疑のなかにいられる
力というのは行為としてどのように捉えること
ができるのかについて考察する。「待つ」とは鷲
田（2006，p.17）によると、「意のままになら
ないもの、偶然に翻弄されるもの、自分を超え
たもの、自分の力ではどうにもならないもの、
それに対してはただ受身でいるしかないもの、
いたずらに動くことなくただそこにじっとして
いるしかないもの。そういうものに触れてしま
い、それでも「期待」や「希い」や「祈り」を
込めなおし、幾度となく繰り返されるそれへの
断念の中でもそれを手放すことなくいること」、
と述べられている。また、その「待つ」という
行為の中には、葛藤が含まれているとも述べて
いる。それは待つことによって、待つという状
況が必ず解消するとは限らない中で、いつどの
様な結果になるかも分からない「いつか」に対
して迎え入れる用意（身の開け）をして待たな
ければならない。そして、何の保証もない状況
の中で待つということに意識を置きすぎると、
視野狭窄が促され、周りで起こる様々なことが

「待つ」ことの終わりを指し示す徴候だと感じて
しまう。待つことの終わりとは関係ない場合も
多分にあり、再び待つことへと戻らないといけ
なくなるが、ここに葛藤が生じるといえる。そ
の都度、あきらめと終ることの願い、失意と希
望との間に葛藤を感じなければならない。「待
つ」にはアンビバレントの中にとどまり続ける
という、葛藤の中で踏みこたえるという性質が
あるといえる（鷲田，2006）。
　この様に、「待つ」という行為は、周囲からは
何もしていない様な状態であると言えるが、そ
の行為の中で生じる精神的な力動は非常に豊か
で激しいものであるとも言え、鷲田（2006）は

「待つ」ことは、決して受け身の行為、無為では
ない、と述べている。また、「待つ」ことを発酵
になぞらえて説明もしている。それは偶然的な
条件に任せるというより、関係の自生的な力に、
その展開を委ねるものであり、待つ相手が自然
と発酵していき、当人は場が成熟していくため
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に己の期待を棄てて＜わたし＞を消去して「与
えられた」と甘受し、その無明の役割を一つ一
つ丁寧にやり遂げることで「場」の信頼感を醸
成していくと述べている。
　 鷲 田（ 2006 ）の「 待 つ 」か ら negative 
capability を考えてみると、「待つ」という過程
は、表面上は何らアクションを行っていない様
に見えながらも、内実は、いつ終わりが来ると
もわからない不確実な（曖昧な）状況の中、身
の開けを持ち期待や失望を繰り返す葛藤の中で
踏み堪えるという心的過程であると言える。そ
して、その過程の中には『いつか来る「待つ」
の終わり』への期待を捨て無私の状態で、「待つ
ことの終わりのために」という目的とは関係の
ないことであっても目の前のことを丁寧に行う
こと同時に行いながら、振り返った時に自然と
その対象（これは相手が人間に限らず、不確実
な状況そのもの）との関係性が成熟し結果とし
て終わりに向かうことがあるという、一連のプ
ロセスがあり、これが negative capability を発
揮できている状態としてみることができるので
はないかと考えられる。

Negative capability の多様性と曖昧さを抱え
る社会への拡張

　冒頭に挙げた様に negative capability はその
語に複数の意味が含まれている（松浦，1979）。
また、時代的な背景に negative capability の概
念が影響している点、人生の問題などストレス
フルな状況における negative capability につい
ては従来から既に論じられていることについて
触れた。今までの論を概括すると従来の定義で
は、不確実性について耐えるという側面を取り
上げた定義となっていることが多い。不確実性
や曖昧さを耐えることだけでなく、それを受容
するという側面もあるため、negative capability
という語の中に異なる概念が共存しているとい
える。このため、どちらかに偏っているのは

negative capability を十分に言い表せないこと
が考えられる。また、多様性と曖昧さを抱える
現在の社会に negative capability を用いるため
には、現代の状況に沿った定義にアップデート
する必要性があるだろう。そして、深刻な心理
的な危機を迎えている非常時だけではなく、平
時にも negative capability 用いることができる
視点が必要であると考えられる。このような点
から我々は negative capability を「事柄や状況
に対し、答えの見えなさ、相反する考えや感情、
あるいは同時多発的に生じる複数の思考や感情
を、有機体的な自己へ貯蔵し熟成させることが
できる力」と定義する。結果としてその行為自
体に自身の望む様な結果の訪れがなかったとし
ても、定義のような葛藤の渦中で一人の個人が
その状態を受け取り貯蔵し続けることで、その
曖昧で不安定な事象に対して時間をかけて成熟
させていける力として negative capability を捉
えることができるのではないかと考えられる。

現代社会と positive capability、negative 
capability との交差

　今一度、冒頭で述べた社会的文脈に戻って、
それらと両 capability の関わりについて触れて
みたい。まず、これまでの利益や効率を重視し
た社会は positive capability が過度に優先され
た社会であると言える。資本主義社会において
日常における不満や不便さというニーズが山積
しており、それをいかに解消して便利なものを
生み出すか、ニーズに対してスピード感を持っ
て問題解決や正解を求められることに価値があ
り、評価される文脈であったため、これまでは
問題解決能力、つまり positive capability が重
要視され、個人や社会がそれを求めていたと考
えられる。
　ではこれからの社会的文脈はどうだろうか？
山口（2019）は現代の変化のトレンドの一つと
して「社会のVUCA化」をあげている。Volatile
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（不安定）、Uncertain（不確実）、Complex（複
雑）、Ambiguous（曖昧）の頭文字をとった概
念で現在の我々を取り囲む状況であると述べて
いる（山口，2019）。また、落合（2018）は脱・
近代は多様性の時代であり、それを支えるには
人は学び続けなければならず、答えのない問い
を立てながら常に自分を内省し続けられる人が
常に伸び続けことができる。今後は学び続ける
ことのできる人材が必要ではないかと述べてい
る。VUCA 化された社会で答えのない問いを立
てながら問い続けるには、negative capability
を発揮することが重要になると考えられる。答
えの見えなさを自身の中に貯蔵し、自らの在り
方や行動に「果たして意味があるのだろうか」
と時に希望や失望を繰り返し抱きながら、それ
でも自らの望む結果が来るという期待は脇に置
き、目の前のことを続けていくことで、自然と
その答えの見えなさが熟成していくのだろう。
この様なスタンスを持つことで、不確かさを抱
え不明瞭な社会の中でようやくアクションをと
ることができるのではないだろうか。
　ここで注意しないといけないことは、positive 
capability を全て否定して、ネガティブケイパ
ブルな在り方一択でいくのが正解だ、と思考停
止してしまうことだ。これはnegative capability
のポジティブケイパブル化につながってしまう
恐れがある。曖昧さの中でそれに耐えつつ、時
にはスピード感を持って問題解決を行い、時に
は自然に成熟を待つ様な大きな枠で捉えていく
姿勢が重要でないかと考える。

今後の展望

　本論では多様性が求められる現代を生きる上
で必要となる能力について negative capability
の観点から考察を行った。negative capability
の概念と現代における必要性について概観した
が、具体的に negative capability を高める取り
組みについては十分検討できていない。また、
AT においてはその傾向を測定する評価尺度が

作られているが、negative capability に関して
その様な尺度は筆者らが探す限りでは見られな
かった。今後は negative capability を向上させ
るための方略の検討や、測定するための尺度作
りなども必要であると考えられる。また、本論
では主に日本語による先行文献からの論考に終
始しており、十分に海外の文献についてみるこ
とができていない点が限界であると考えられる。
しかし、VUCA 化された社会において自らを見
失わず精神的な健康を保ちながら生活していく
上で、様々な分野で注目されている negative 
capability という概念が役に立つための一助と
なれば幸いである。
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